
消費税率引上げ後の消費動向等
について（７月第３週）
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内閣府



自動車・家電販売の動向

○ 自動車販売台数（除軽、登録ベース）は、７月第３週
は、前年比マイナス幅が縮小している。実勢としては、６
月から大きく変化しておらず、７月には新型車等の目立っ
たイベントもないことから、横ばいの状況が続いている。

【業界団体Ａ】

○軽自動車販売台数（届出ベース）は、先週から大きな変
化はなく、前年比マイナスで推移している。７月前半は、
昨年に新型車の販売が好調だったこともあってマイナスで
推移していたが、月末には改善する可能性もある。

【業界団体Ｂ】
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○自動車販売は、６月は前年比でほぼ変わらずとなった。
また、受注台数の前年比マイナス幅は、おおむね横ばい。

（備考）１．日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会により作成。
２．内閣府による季節調整値を指数化したもの。

家電販売金額（家電量販店主要５品目）（税抜）

○主要５品目の家電販売は、７月第３週は、昨年がエアコン販売
のピークが終わり低調だったこともあり、前年比でプラスとな
った。天候が良好な状態が続けば、今後も堅調に推移していく
ことが期待できる、との声も聞かれた。

○ ７月第３週は、昨年はエアコン販売のピークが終わ
り低調だったこともあり、前年比でプラスとなった。テ
レビも、Ｗ杯前の駆け込み需要の反動から回復しつつあ
る。全体としては、引き続き好調で、回復傾向が続いて
いる。 【市場アナリスト】

○ ７月第３週は、昨年同時期が天候不順だったことも
あり、エアコン・冷蔵庫が前年比で増加。今後も暑さが
続いていけば、堅調に推移していくと期待している。

【家電量販店】

(備考)１．GfKジャパン（全国の有力家電量販店販売実績を調査・集計）により内閣府作成。
２．テレビ、エアコン、冷蔵庫、パソコン、携帯電話の５品目の合計。
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飲食料品・百貨店・サービス販売の動向

○ ７月第３週の売上高の前年比は前週から微減。かき入れ
どきの日曜日の夕方に雷雨があったことで客足が鈍ったこと
が影響した。最近の売上高は、主に天候に左右されているこ
ともあり、反動減からは持ち直している、と認識している。

【食品スーパー】

○サービス消費は、旅行は、７月以降も堅調に推移するものと
みられる。外食は、消費税率引上げの影響は軽微であり、
７月第３週も引き続き堅調との声も。

○飲食料品は、７月第３週は、前年比約６％減と
先週からマイナス幅が拡大。
反動減から持ち直している、との声も聞かれる。

(備考)１．KSP（全国の食品スーパーマーケット販売実績を調査・集計）により作成。
２．加工食品、飲料・酒類、菓子類の３品目の合計。税抜き価格ベース。
３．既存店ベースのため、前年比が低めに出る傾向がある。
４．７月14日～20日のデータは、速報値。

○ 先週は気温が低かったことから苦戦したものの、今週は
プラスで推移。新商品や高価格帯商品の販売が好調となって
いる。 【外食チェーン】

飲食料品（除く生鮮食品）販売金額（スーパー）（税抜） 百貨店売上高（税抜、全店ベース）

○大手百貨店の７月第３週の売上高は、前週に比べて前年比が改
善した。クリアランスセールが後半戦に入り、好調に推移した
ことが寄与したとの声がある。

○ ７月第３週の売上高の前年比は、先週に比べて改善し、
前年比プラスに転じた。７月後半のセール後半戦に向けた
販促活動の影響もあり、クリアランスセールの売上が、こ
の週は前年比プラスに転じた。宝飾品以外の品目が軒並み
前年比プラス。 【百貨店Ａ】

○ ７月第３週の売上高の前年比は、先週に比べて改善し
た。この週から始まったクリアランスセールが好調である
ことが影響している。紳士服等では、まとめ買いなどで一
人あたりの購入金額が高くなっているとの声もある。

【百貨店Ｂ】

（備考）日本百貨店協会等により作成。2014年７月の値は東京7/14日時点の速報値。

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 2

｜

8

9

｜

15

16

｜

22

23

｜

29

30

｜

6

7

｜

13

14

｜

20

2012 13 14 6 7

（％ 前年比）

（日）

（月）

（月）

（年）

（週次）

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 12

1995/2012 96/13 97/14

（前年比 ％）

1995年～

2012年～

（消費税率引上げ）
2014年７月 約▲４％（東京7/14時点）

1997年７月 ▲3.5％

（月）
（年）

（％ 前年比）


